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必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

恵
示
都
で
は
応
援
の
受
け
入
れ
、

つ
ま
り
「
受
援
」
に
つ
い
て
阪
神

大
震
災
後
に
計
画
を
作
っ
た
。
応

援
の
人
た
ち
を
、
ど
ん
な
指
揮
態

勢
で
ど
う
配
分
す
る
か
と
い
う
計

画
だ
。

　
－
－
ト
ル
コ
で
の
教
訓
は
？

　
な
に
よ
り
大
切
な
の
は
情
報

だ
。
ト
ル
コ
で
は
、
が
れ
き
の
下

を
探
る
専
用
カ
メ
ラ
や
生
体
反
応

を
探
知
す
る
機
材
も
使
っ
て
い

た
。
で
も
、
ど
ん
な
ハ
イ
テ
ク
機

材
よ
り
重
要
な
の
は
情
報
だ
。
7
4

歳
の
女
性
を
救
出
で
き
た
の
今

　
「
あ
の
辺
り
で
人
の
声
が
す
る
」

ｙ
ど
い
う
人
々
の
情
報
が
き
っ
か
け

　
だ
っ
た
。
阪
神
大
震
災
で
も
、
ど

　
こ
に
だ
れ
が
住
ん
で
い
る
と
い
う

　
近
所
の
情
報
が
素
早
い
救
出
に
役

｜

｜

立
っ
た
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
こ
う

し
た
隣
近
所
の
情
報
は
少
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
の
だ
が
・
：
…
。

　
－
ふ
鍵
が
頻
発
す
る
国
に
住

む
私
た
ち
に
必
要
な
心
構
え
は
？

　
建
物
が
壊
れ
、
人
が
下
敷
き
に

な
っ
た
時
／
救
洽
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
ま
ず
頼
り
に
な
る
の

は
自
分
の
力
。
そ
の
次
に
家
族
や

近
く
に
い
る
人
た
ち
だ
。
そ
の
中

に
応
急
の
手
当
て
や
救
出
法
を
身

に
つ
け
て
い

か
で
大
き
作

と
い
う
時
、

負
傷
者
に
Ｊ

が
で
き
る
か
ど
５
‐
か
。
防
災
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
ご
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
基
礎
心
な
技
術
を
学
ん

で
も
ら
い
た
い
。

本
部
・
岡
山
市
）
の
医
師
、
看

護
婦
計
４
人
が
３
日
、
活
動
を

終
え
、
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
か
ら
の
直
行
使
で
関
西
国

際
空
港
に
帰
国
し
た
。

　
衆
院
議
員
の
医
師
、
中
桐
仲

五
さ
ん
（
5
6
）
▽
医
師
、
相
馬
拓

人
さ
ん
（
3
3
）
▽
看
護
婦
、
鈴
木

由
香
さ
ん
（
3
5
）
▽
同
、
神
皿
節

子
さ
ん
（
2
5
）
の
４
人
。
震
源
地

・
イ
ズ
ミ
ト
の
南
西
十
数
ご
の

ヌ
シ
ェ
テ
ィ
エ
村
な
ど
の
都
市

に
診
療
所
を
置
き
、
被
災
者
の

医
療
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
【
谷
□
照
仁
】

募
金
受
け
付
け

　
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団

の
救
援
募
金
は
、
「
ト
ル
コ

地
震
救
援
金
」
・
と
明
記
し

て
晏
記
べ
郵
便
振
替
前

金
書
留
ご
送
金
し
て
い
た

　
ト
ル
コ
北
西
部
を
先
月
1
7
曰
に
襲
っ
た
大
地
震
で
は
、
都
市
部
の

家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
４
万
人
近
く
が
死
傷
し
、
約
2
0
万
人
の
被
災
者

が
仮
設
テ
ン
ト
な
ど
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
地
震
発
生
直

後
か
ら
被
災
地
に
入
り
、
救
出
作
業
に
当
た
っ
た
国
際
緊
急
援
助
隊

の
救
助
チ
ー
ム
隊
長
、
高
橋
智
章
さ
ん
（
5
2
）
＝
東
京
消
防
庁
救
助
課

長
＝
に
、
現
場
で
実
感
し
た
教
訓
と
日
本
で
も
予
想
さ
れ
る
大
都
市

圈
で
の
震
災
に
備
え
何
か
必
要
な
の
か
を
聞
い
た
。
【
鮎
川
　
耕
史
】

高橋智章さん

ら
運
び
出
せ
だ
の
は
６
人
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
生
存
者
は
7
4
成
の

女
性
Ｉ
人
だ
っ
た
。

　
－
到
着
か
ら
活
動
開
始
ま
で

は
、
ス
ム
ー
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
か
。

　
ヤ
ロ
バ
の
対
策
本
部
に
到
着

後
、
し
ば
ら
く
は
何
も
指
示
が
な

か
っ
た
。
＠
J
y
　
「
ま
だ
救
助

の
手
が
回
っ
て
い
な
い
所
は
ど
こ

で
す
か
」
と
こ
ち
ら
か
ら
尋
勺

約
８
ご
離
れ
た
被
災
地
に
案
内
さ

れ
た
。
被
災
地
の
地
図
が
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
く
て
困
っ
た
。
応

援
部
隊
用
の
地
図
が
十
分
に
用
意

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
－
援
助
を
受
け
る
側
の
態
勢

づ
く
り
も
課
題
で
す
か
。

に
仮
設
住
宅
の
入
居
を
急
ぐ
た

め
、
手
続
き
を
行
う
人
材
の
確

保
を
早
め
に
」
な
ど
、
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
相
次
い
だ
。

　
ト
ル
コ
側
か
ゐ
は
義
援
金
の

配
分
方
法
や
、
新
た
な
都
市
計

固
づ
く
り
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
の
あ
る
職
員
は
「
日

本
の
経
験
を
参
考
に
し
た
い
」

　
現
場
が
ど
こ
に
あ
り
、
そ
こ
で

何
か
必
要
か
、
と
い
う
こ
と
が
分

か
れ
ば
救
助
に
当
た
れ
る
。
応
援

部
隊
に
そ
う
し
た
情
報
を
速
や
か

に
伝
え
る
に
は
、
事
前
の
備
え
が

ヤロバ県の家屋倒壊現場で行方不明者

の捜索・救助活動を行う日本の国際緊

急援助隊　　　　＝=東京消防庁提供

と
話
し
た
。

　
専
門
家
千
－
ム
ー
行
は
、
被

災
地
で
の
視
察
を
終
え
て
３
日

に
ア
ン
カ
ラ
入
り
。
政
府
関
係

者
と
協
議
を
行
っ
た
後
に
、
復

興
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
、
ト

ル
コ
側
に
提
出
す
る
予
定
。

建
物
危
険
度
判
定

専
門
家
再
び
派
遣

　
　
　
　
　
　
日
本
政
府

　
ト
ル
コ
大
地
震
の
被
災
地
支

援
の
た
め
政
府
は
３
日
、
被
災

建
築
物
の
応
急
危
険
度
を
判
定

す
る
専
門
家
チ
ー
ム
を
今
月
５

日
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
メ
ン
バ
ー
は
建
設
省
、
大

阪
府
、
兵
庫
県
の
職
員
と
東
京

大
助
教
授
の
計
７
人
。
１
、
２

週
間
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
な
ど

で
危
険
度
判
定
の
技
術
指
導
な

ど
を
す
る
。
専
門
家
チ
ー
ム
の

派
遣
は
２
回
目
。

　
　
　
　
　
【
高
尾
具
成
】

　
救
援
医
療
終
え
帰
国

　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
４
人

　
ト
ル
コ
大
地
震
で
、
救
援
医

療
活
動
に
従
事
し
て
い
た
国
際

医
療
援
助
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

（
ア
ジ
ア
医
師
達
絡
協
議
会
、

　
　
―
・
救
援
活
動
の
成
果
は
？

　
　
地
震
の
発
生
当
日
に
日
本
を
出

一

発
し
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
海

　
　
路
で
約
6
0
ご
離
れ
た
ヤ
ロ
バ
県
に

人
っ
た
。
日
本
か
ら
の
援
助
部
隊

は
3
9
人
。
計
2
1
力
所
の
現
題
で
救

助
活
動
に
当
た
只
1
2
人
を
発
見

し
た
が
、
倒
壊
し
た
建
物
の
中
か

復
興
の
道
ア
ド
バ
イ
ス

兵
庫
・
神
戸
の
専
門
家
が
セ
ミ
ナ
ー

　
　
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
３
日
共

同
】
ト
ル
コ
北
西
部
大
地
震
で

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
兵
庫
県

と
神
戸
市
の
専
門
家
チ
ー
ム
は

２
日
ノ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
「
震

災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
地
元

の
自
治
体
関
係
者
や
建
築
専
門

家
ら
に
被
災
者
対
策
、
復
興
へ

の
取
り
組
み
な
ど
阪
神
大
震
災

で
の
経
験
を
伝
え
た
。

　
冒
頭
、
兵
庫
県
の
小
原
健
男

参
事
が
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
取

り
組
み
を
説
明
。
復
興
基
金
を

利
用
し
た
機
動
的
な
政
策
運
営

を
ト
ル
コ
倒
に
提
案
し
た
。

　
ま
た
神
戸
市
の
担
当
者
は
道

難
所
の
運
営
や
仮
設
住
宅
の
設

営
、
倒
壊
家
屋
の
が
れ
き
の
処

理
な
ど
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き

点
を
紹
介
。
「
冬
の
到
来
を
前
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